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①

②

さらに内部に入ると、スクールコーナーが。制服・ジャー

ジから食器・机・椅子まで、学校で使われる用品にまで

カーボンフットプリントマークが付いています。その裏側

にはオフィスコーナー。これまた制服からファイル・ペン

まで様々なオフィス用品にCO2排出量が表示されていまし

た。このような身近な製品にカーボンフットプリントマー

クが付くことにより、製品のCO2排出量に対する消費者の

意識が大きく変わってくることでしょう。ただし、単なる

数字の表示として捉えるのではなく、数字の意味と表示自

体の意義を正確に理解していただく必要性を強く感じまし

た。

　さてそのカーボンフットプリントマークについては、展

示会では2種類の表記が確認できました。一つ目（下記写真

①）はCO2換算量のみ表記された通常のカーボンフットプ

リントマークですが、二つ目（下記写真②）はマークの右

側にライフサイクルの各段階が円グラフになって表示され

るものがありました。近くにいらっしゃった経済産業省の

方にお話を伺ったところ、現在は事業者の判断によりライ

フサイクル円グラフの表示がなされるということでした。

個人的にはこの円グラフがあることで、製品のライフサイ

クルのうちどの段階で最もCO2が排出されているのかが理

解できるので、「ライフサイクルにおけるCO2排出量」と

いう意味を理解するためにもとても重要な要素ではないか

と感じました。

3. 『カーボンフットプリントブース』の裏側潜入リポート
　このように大変な盛況ぶりを見せていた経済産業省の

カーボンフットプリントブースですが、このブースに負け

ずとも劣らない盛況ぶりを見せていたのが、このブースの

裏側にあった『JEMAI（社団法人産業環境管理協会）ブー

ス』です。前述のカーボンフットプリントブースでは、現

在試行中の日本のカーボンフットプリントマーク製品が展

示されていたわけですが、こちらではなんと、世界中の

カーボンフットプリントマーク製品を集めたコーナーが

あったのです！
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手で触れるコーナー

イギリスのカーボンフットプリントマーク
　ここではイギリスのトイレットペーパーから韓国の牛

乳、タイのコンドームまで、実にさまざまな製品が取り寄

せてあります。ここまで世界中のカーボンフットプリント

マーク製品を一度に拝見できる展示会はここだけではない

でしょうか。常にたくさんの人だかりができていました。

実際に手に取って触ることができるコーナーもあり、より

身近にカーボンフットプリントマーク製品を体験できまし

た。このマークが付いているだけで、他とは違う何か特別

な製品だと思ってしまうのは自分だけではないでしょう。

　さてここで、各国のカーボンフットプリントマークを見

比べてみましょう。

まずは世界に先駆けカーボンフットプリントの取り組みを進め

てきたイギリスです。フットプリントという名前そのままの足

跡のデザインが特徴的です。イギリスのラベルは2年間で5％

以上削減した製品に貼り付けることができ、消費者に低炭素商

品を選択させるというよりは、企業に温室効果ガスの削減努力

を要請することが目的らしいです（JEMAI展示パネルより）。

次にフランスです。フランスでは大手小売業のCasino（カ

ジノ）社がプライベートブランド商品に表示しています。

デザインは一見質素で、よく見ないとカーボンフットプリ

ントマークなのかわかりませんが、そのようにさらっと表

示してしまう部分がまたフレンチです。

続いてスイスです。スイスのカーボンフットプリントマー

クには、数値がないのが特徴です。他国とは異なり、低炭

素商品にのみマークを貼ることができるようになっていま

す。数値により競い合わせない配慮がスイスらしいと言え

るでしょう。
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自動車

韓国のカーボンフットプリントマーク

お隣り韓国でもカーボンフットプリントの取り組みは進んで

います。韓国では消費者の低炭素商品の購入を促進すること

と、企業の低炭素商品の開発を奨励することを目的としてい

るそうです（JEMAI展示パネルより）。さらに韓国では自

動車のカーボンフットプリントマークまで開示しており、そ

の数値の大きさ（25t）にみなさん驚かれていました。

このように世界的にカーボンフットプリントの取り組みは

進んでいます。これらの展示を見ると、カーボンフットプ

リントの表示だけを見ると日本は遅れている気がしまし

た。ただしマークのデザイン性を比較すると、日本のマー

クはわかりやすく、マンガっぽいので親しみやすいと思い

ます。

4. おわりに
　本稿ではエコプロダクツ2009におけるカーボンフット

プリント製品に関する展示を振り返ってみました。異なる

ブースではありましたが、日本におけるカーボンフットプ

リントの取り組みと、世界における取り組みの違いを比較

することができたのはとても大きな意味がありました。今

後は持続可能な低炭素社会に向けて、誤解なく消費者に

カーボンフットプリントを理解していただくとともに、企

業側にも低炭素商品の開発を促す仕組みを検討していく必

要があると思いました。今回ブースに立ち寄った閲覧者が

カーボンフットプリント製品の説明（製品のライフサイク

ル全体を通して発生するCO2排出量を算定したもの）を聞

くと、「へぇ～、そういう意味があるんですね。」とほとん

どの方がまだカーボンフットプリントの意味を理解されて

いませんでした。さらに、「購入するときはできるだけ数値

の低い商品を買うようにしたほうがいいんですね。」という

声も多く、より一層カーボンフットプリントの意義を明確

化する必要があるのではないか、と感じました。

以　上　



稲葉敦工学院大学教授

設立総会の様子

“カーボンフットプリント日本フォーラム設立”
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社団法人産業環境管理協会　環境技術部門　製品環境情報事業センター
LCA開発推進室　山岸　健

報　告

はじめに
　さる、平成21年9月14日「カーボンフットプリント日

本フォーラム（会長：稲葉敦工学院大学教授）」の設立総会

が開催され、正式に発足しました。

　同フォーラムは、現在、経済産業省が関係省庁とともに

推進している「カーボンフットプリント制度試行事業」と

並行して、カーボンフットプリントの普及・定着を図る観

点から、企業、業界団体及び消費者等の情報交流の場とし

て設置されたものです。

　設立総会では、発起人代表の稲葉敦工学院大学教授をは

じめ、設立発起人約50名程度の参加により、会則、組織体

制、活動内容等について採択されました。

　平成21年12月24日現在、約170名の方々に会員と

なっていただき、当面300程度の企業及び業界団体、消費

者及び消費者団体（NPO含む）、有識者、地方自治体等の

参加を見込んでいます。

　今後、具体的な活動として会員相互による研究会活動、

普及・交流活動としての個別相談会・事例発表会、CFP制

度を活用する上で必要な知識等に関する研修活動が展開さ

れていく予定です。

普及・交流活動
　平成22年2月9日には、同時期に開催予定のカーボン

フットプリントに関するISO会合とともに「カーボンフッ

トプリント・ウィーク」の一環として、カーボンフットプ

リントの普及、カーボンフットプリントに取り組む事業者

の交流を目的とした「事例発表会」を開催する予定です。

研修活動
　カーボンフットプリント制度への参加を検討している事

業者を対象として、支援研修を開催しています。手始め

に、初歩からLCA/PCRについて学ぶ基礎講座を11月11

日に開催しました。次回は2月15日に開催予定です。次年

度以降、研修内容の更なる充実化を図り、会員支援を強化

します。

研究会活動
　会員からの提案により「カーボンフットプリント」に関

連する課題解決、ビジネスモデル、他事業との連携可能

性、インセンティブ検討、消費者行動、地域振興など様々

なテーマに基づく研究会活動の場を設置します。平成21年

12月24日現在、次の6つの研究会が会員より提案されて

おります。

　①CFPプロモーション研究会

　②カーボンオフセットに関する研究会

　③メディアエコポイントアライアンス研究会
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　④企業活動（主に事務系サービス業）における排出量の

把握に関する研究会

　⑤長野県カーボンフットプリント研究会

　⑥農産物販売促進研究会

　LCA日本フォーラム会員は年会費無償となりますので、

ご入会を希望される方は、同フォーラム事務局まで「入会

希望」の旨をご連絡ください。

カーボンフットプリント日本フォーラム事務局

（社）産業環境管理協会 製品環境情報事業センター内

Tel. : 03-5209-7708　Fax : 03-5209-7716

E-mail : cfp-forum@jemai.or.jp



“カーボンフットプリントウィーク　イベント案内
（2月8日～12日）”
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　カーボンフットプリントの国際規格ISO14067策定の場

であるISO/TC207/SC7/WG2が2010年2月9日から

12日まで東京で開催されるのに伴い、各種カーボンフット

プリント関連イベントが開催されます。

　カーボンフットプリントやLCAデータベースの国内外の

動向に関する最新情報を得られる大変貴重な機会ですの

で、是非ご注目下さい。

■ISO/TC207/SC7/WG2
　［カーボンフットプリント］東京会合　2/9-12

●　日時：2010/2/9（火）-12（金）

●　場所：アルカディア市ヶ谷（東京　市ヶ谷）

●　主催：経済産業省／日本工業標準調査会／

　　　　　（社）産業環境管理協会

●　参加方法：一般の方は参加・傍聴できません。

＜主な内容＞

　ISO14067-1（カーボンフットプリントの定量化）、

ISO14067-2（カーボンフットプリントのコミュニケー

ション）の第三次作業原案（Working Draft）について

検討し、委員会原案（Committee Draft）の発行準備を

行います。

■LCAデータベース国際ワークショップ　2/8、9

●　日時：2010/2/8（月）9：00-17：00

               2010/2/9（火）9：00-12：30

●　場所：ホテルメトロポリタンエドモント

　　　　　（2/8、東京　飯田橋）

　　　　　アルカディア市ヶ谷（2/9、東京　市ヶ谷）

●　主催：経済産業省

　　事務局：（社）産業環境管理協会

●　参加方法：http://www.sntt.or.jp/DB2010/index.html

＜主な内容＞

　EU、アメリカ、アジアの各国におけるデータベースの

開発について、各国のLCAエキスパートよりご紹介いた

だきます。 

■カーボンフットプリント国際ワークショップ　2/8

●　日時：2010/2/8（月）13：00-18：00（予定）

●　場所：ホテルメトロポリタンエドモント

　　　　　（東京　飯田橋）

●　主催：経済産業省

　　事務局：（社）産業環境管理協会

●　参加方法：http:www.jemai.or.jp/CACHE/index_details_detailobj5000.cfm

＜主な内容＞

　カーボンフットプリント関連の国内外の最新動向が紹

介されます。カーボンフットプリントの関係者間で効果

的に情報を共有するだけでなく、関心をもつ方へ、広く

カーボンフットプリントを知ってもらうことをねらいと

しております。特に、様々なビジネスセクターにおける

カーボンフットプリントの方法論の比較や、算定および

コミュニケーションに関する適切な方法の模索を行うこ

とで、透明性や信頼性の高い制度構築に向けた規格作成

を促す機会とすることを目的としています。

■第１回CFPフォーラム普及・交流会　2/9

●　日時：2010/2/9（火）10：00-16：30（予定）

●　場所：アルカディア市ヶ谷（東京　市ヶ谷）

●　主催：カーボンフットプリント日本フォーラム　

　　事務局：（社）産業環境管理協会

●　参加方法：事務局までお問い合わせ下さい

＜主な内容＞

　カーボンフットプリントの先進的な取り組みを行う企

業の事例や、地方自治体における先進的なCO2見える化

対策事例が発表されます。企業事例発表では、カーボン

フットプリントをいかにビジネスや政策で活用していく

のか。ラベル取得後のビジョンについてお話しいただき

ます。

　また、•商品化／販売されるカーボンプットプリント

ラベル製品を広く集め販促配布エリアを併設します。

以上

社団法人産業環境管理協会
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投稿募集のご案内 ＜発行　LCA日本フォーラム＞
〒101-0044
東京都千代田区鍛冶町2-2-1
三井住友銀行神田駅前ビル
社団法人　産業環境管理協会内
Tel : 03-5209-7708　Fax : 03-5209-7716
URL : http://www.jemai.or.jp/lcaforum
（バックナンバーが上記URLからダウンロードできます）

LCA日本フォーラムニュースレターでは、会員の方々

のLCAに関連する活動報告を募集しています。活動の

アピール、学会・国際会議等の参加報告、日頃LCAに

思うことなどを事務局（lca-project@jemai.or.jp）

までご投稿ください。

主催者/ホームページ開催日（発表申込期間） 開　催　場　所行　事　名　称

SETAC Europe 16th LCA Case Studies Symposium

International Conference on Environmental Pollution, 
Restoration, and Management（SETAC Asia/Pacific 
Joint Conference）

Plastics Recycling 2010 Conference 

第5回日本LCA学会研究発表会

SETAC Europe 20th Annual Meeting

SETAC Asia/Pacific Annual Meeting

International Conference on Environmental 
Science and Technology

7th International Conference on Life Cycle 
Assessment in the Agri-Food Sector 2008

Brazilian LCM Conference 2010

Sustainability in Design

Life Cycle Assessment X

SETAC North America 31st Annual Meeting

Sustainable Innovation 2010

第9回エコバランス国際会議

SETAC North America 32nd Annual Meeting

3rd International Conference on Green and 
Sustainable Innovation 2009

Poznan University of Technology
http://lcapoznan.setac.eu/?contentid=144

SETAC Asia
http://vniceporm.com/

http://www.plasticsrecycling.com/

日本LCA学会
http://ilcaj.sntt.or.jp/meeting/index.html

SETAC Europe
http://events.setac.eu/?contentid=179

SETAC Asia/PACIFIC
http://www.conferencenet.org/conference/setacap.htm

American Academy of Sciences
http://www.aasci.org/conference/env/2010/index.html

the Learning Network on Sustainability
http://www.lensconference.polimi.it/

American Center for Life Cycle Assessment
http://www.lcacenter.org/

SETAC North America

The Centre for Sustainable Design
http://www.cfsd.org.uk/events/tspd15/index.html

日本LCA学会
http://www.sntt.or.jp/EcoBalance2010/

SETAC North America

Poznan′, Poland

Ho Chi Minh City, VIETNAM

Austin, Texas, USA

東京都市大学（神奈川県）

Seville, Spain

Guangzhou, China

Houston, Texas, USA

Bari, Maraisia

Florianopolis, Brazil

Bangalore, India

Portland, Oregon, USA

Portland, Oregon, USA

Rotterdam, The Netherlands

日本科学未来館（東京）

Boston, MA, USA

Thailand

2010年2月1～2日

2010年3月1日～5日

2010年3月2日～3日

2010年3月4日～6日
（～2009年11月12日）

2010年5月23～27日

2010年6月4～7日

2010年6月12日～16日

2010年9月22日～24日

2010年10月13～15日

2010年9月29日～10月1日

2010年11月2日～4日

2010年11月7～11日

2010年11月8日～9日

2010年11月9日～12日
（～2010年4月15日）

2011年11月13～17日

2011年12月

「環境国際規格化動向」

開催日時：平成22年３月９日（火）10:00～12:00

開催場所：全日通霞ヶ関ビル

平成21年度セミナー等のご案内

LCAインフォメーション


